
平成２１年度 青少年ボランティア被表彰者・団体 

 

〈団体の部〉 

№ 団 体 名 活   動   内   容 

 

１ 

 

 

 

七尾市立 

田鶴浜小学校 

児童会 

 

 

 平成１６年４月の新統合小学校として５年以上にわたり身近で自分

たちでできるボランティア活動に取り組んできた。年間を通してプルタ

ブやペットボトルのふたの回収、１円玉募金、歳末助け合い募金等に協

力している。また、地域の老人介護施設などを訪問しマーチングバンド

の演奏や合唱を行って交流を続けている。 

 

２ 

 

 

県立穴水高等学校

ボランティア 

同好会 

 

 平成７年から、穴水駅や通学路、学校周辺の環境美化活動を自主的に

企画し、積極的に活動している。 

 昨年は、四川大地震や岩手宮城内陸地震の義援金の募金活動をはじめ、

地域における福祉施設の行事に運営サポーターとして参加した。 

 

３ 

 

 

県立高浜高等学校

野球部 

 

 

 能登半島地震を機にボランティア活動を開始。その後も周囲の役に立

ちたい、喜んでもらいたいという思いから毎週月曜日の放課後、学校周

辺や地域の清掃を２年以上実施してきた。また、日曜日の部活動実施前

には校舎内のトイレ清掃をしている。 

 

４ 

 

金沢学院大学 

サポートスタッフク

ラブ 

 鹿島少年自然の家主催事業の活動を、主に夏季及び冬季休業中の早朝

から夜遅くまでサポートしている。また、参加した児童の遊びや話し相手をするな

ど献身的に取り組んでいる。 

 

５ 

 

 

Think about 

Yourself 

(金沢大学) 

 

 平成１６年から、中・高校生に対して、大学生という年齢が近い立場

から ①ＳＴＤ予防の啓発をする  ②性行為の自己選択・自己決定を

促す③性に関する正しい知識をワークショップ形式で与える という３点を目

標に、継続的に活動している。 

 

＜個人の部＞        

№ 氏   名 活   動   内   容 

 

１ 

 

 

 

新井 友里那 

（小松短期大学） 

 

 小松短期大学ＫＲＶＣ部長として、いしかわ子ども交流センターや自

生園、陽光園等の地域福祉施設に他の部員に率先して参加し、年間17～

18回、児童や高齢者、障害のある人へのボランティア活動を２年半にわたり継続

して取り組んできた。 

 

２ 

 

 

寺口    学       

（金沢学院大学） 

 かほく市高松地区を中心に、地域の歴史を調べ、観光ガイドという形

で、地域貢献する活動を行っている。また、古い町並みの保存に向けて

調査研究して、その成果をまとめ、かほく市に贈呈した。 

 

３ 

 

 

秋田 紗也加 

（金沢大学） 

 平成１８年の大学入学早々から、アスペルガー症候群・高機能自閉症

の児童生徒と毎月２回、継続的に遊びや対人コミュニケーションの支援

に参加し、子どもたちと自然体で接し、相互理解に貢献している。 

 


